
52

　　Planet Japan

2009 graduate of Business School (International Management Course) 　Dr Diyaa Atiya　 

　Hello there. I currently work as a Senior Economist at the Egyptian Competition 

Authority, which is the equivalent of the US Federal Trade Commission or UK 

Office of Fair Trade. By a large margin, the main reason I could hold such a 

senior position in such a vital and important place for the Egyptian Economy is 

my MBA studies at the IBA, Kwansei Gakuin University.

　Originally, I used to work in Software R&D with various international 

companies in the UK, e.g. Rolls Royce and Jaguar. Wanting to move into 

Management and Consultancy, I looked at Japan as the source of modern  

theories in Management, Quality Control, and Process Improvement. Since my Japanese language was 

poor, the IBA seemed as a natural choice because it offers the courses in English. However, my experience 

at the IBA was definitely more than what I bargained for.

　Studying at the IBA is full of incentives, challenges, and priceless rewards. The library is rich of 

resources, be it hardware, software, textbooks, or online publications. The academic teachers, technical 

staff, and every single member are willing to get out of their ways to provide you with help when needed; 

truly an other-oriented society! On the challenge side, I struggled with the language, the culture, and the 

Japanese religious adherence to rules and regulations. However, the reward was a distinguished degree, 

practical internship experience with Japanese companies, and an invaluable understanding of a unique 

culture unmatched anywhere else in the world; I now call it “Planet Japan”!

　　IBAで学んで　　　　　　　　　　　2008年度入学（経営戦略専攻）藤本　啓子

　社会人５年目を前にして、仕事を通じて自分自身が成長していることは感じ
ていましたが、次の５年をぐっと成長するために、そして更にその後のビジネ
スキャリアの土台を構築するためには何か足りない、けれどその何かがわから
ないという不安を抱え、過ぎていく時間に焦りを感じながら悶々とした日々を
過ごしていました。ビジネススクールにその答えがあるのかどうか、そして、
自分がクラスメートに貢献できるのか、正直なところ確信があったわけであり
ません。しかし、「人生は常に仮説検定、その中にこそ成長の原動力がある」と
いう大学時代の恩師の言葉が自然と心に蘇えり、立ち止まっていても何も変わ
らない、一歩踏み出すこと、行動することが大切だと受験を決意しました。
　社会人生活を通じて企業にとっても個人にとっても新しい工夫やチャレンジが成長の源泉であること
を実感していたことから、ビジネススクールでは「イノベーション経営」を学びたいと思っていました。
大学時代に読んで刺激をうけたこの分野の名著『イノベーションのジレンマ』を翻訳された玉田准教授が
教鞭をとられていることがIBA進学の大きな決め手となりました。
　入学から１年半が経過し、IBAでは教科書から学ぶ事以上に同級生や先輩など周りの人から学ぶことが
数多くありました。IBAの在校生・修了生は年齢や経験、業界などが驚くほど多様で、ディスカッション
や講義を通じて日々の仕事の中では耳には入ってこないような情報を数多く教えていただき、また、この
ような環境でお互いの考えをぶつけあい、切磋琢磨することにより、私自身の意思決定やそれを伝える力
が洗練されてきたように感じています。
　入学前は日々の仕事に追われがちでしたが、IBAで学ぶことで様々な視点・角度から物事をとらえるこ
とができるようになりました。また、講義等を通じてこれまでにない人脈や友人を得ることができ、この
ような人との出会いには心から感謝しています。IBAでの２年間を活かし、修了後もさらなる高みを目指
して学び、変化していこうと思います。




